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無機蛍光体材料の開発と 
それを用いたセンシング技術への応用

蛍光体を使った計測技術は、電源が不要
であったり、非接触や遠隔による計測が可
能となったり多くの利点を持つ。また、新規
材料を開発する事により既存技術の高度
化や新規応用に繋がる。

蛍光体とはある形のエネルギー（例えば、紫外線、熱、放射線など）を光に変換
する材料を指す。言い方を変えると、これら目に見る事の出来ない情報を光とし
て扱う事を可能とする材料であり、各種計測技術を中心にその応用は多岐に
渡る。

本研究室では、蛍光特性を有するセラミックス（無機多結晶バルク体）、ガラス
および無機粉末材料を開発し、これらを用いたセンシングへの応用検討並びに
技術開発に取り組んでいる。

蛍光体／無機材料／センシング／イメージング／光技術キーワード

蛍光体ガラス材料を用いたX線のセンシング例。
X線が当たると材質が変化し、蛍光特性が付与
されている。蛍光顕微鏡を使って分布をみる事
ができ、1ミクロンレベルの分解能が得られる。
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